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一
人

報　告
第７号

専決処分の報告について
町が管理する駐車場における乗用車損傷の損害賠償額を決定した専決処
分の報告を受けたもの

報告 － － － － － － － － － － － － 議長

承　認
第６号

専決処分の承認を求めることについて（嵐山町下水道事業
特別会計補正予算（第４号））
公共下水道施設の緊急修繕工事等（花見台工業団地付近）に伴う下水道
事業特別会計補正予算を専決処分した承認を求めるもの

承認 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 議長

議　案
第51号

嵐山町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例
を制定することについて
地方自治法及び地方公務員法の一部改正に伴い、新たに「会計年度任用
職員」の給与及び費用弁償に関する条例を制定するもの

可決 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 議長

議　案
第52号

嵐山町一般職員の給与に関する条例の一部を改正すること
について
令和元年人事院勧告に準拠して、一般職員に支給する給料及び期末勤勉
手当等の額を改定し、条例の一部を改正するもの

可決 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 議長

議　案
第53号

嵐山町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を
改正することについて
令和元年人事院勧告に準拠して、一般職の任期付職員に支給する給料及
び期末手当の額を改定し、条例の一部を改正するもの

可決 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 議長

議　案
第54号

嵐山町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例
の一部を改正することについて
一般職員に支給する期末勤勉手当の額を改定することに伴い、同様の措
置を講ずるため、条例の一部を改正するもの

可決 ● ● ● × ● ● ● ● ● × ● × 議長

議　案
第55号

嵐山町特別職の給与等に関する条例の一部を改正すること
について
一般職員に支給する期末勤勉手当の額を改定することに伴い、同様の措
置を講ずるため、条例の一部を改正するもの

可決 ● ● ● × ● ● ● ● ● × ● × 議長

議　案
第56号

嵐山町企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部
を改正することについて
地方自治法及び地方公務員法の一部改正等に伴い、所要の改正を行うた
め、条例の一部を改正するもの

可決 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 議長

議　案
第57号

令和元年度嵐山町一般会計補正予算（第４号）議定につい
て
台風19号による災害復旧等を中心に歳入歳出それぞれに総額１億9976万
円を追加し、予算総額をそれぞれ67億8551万円とするもの

可決 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 議長

議　案
第58号

令和元年度嵐山町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
議定について
歳入歳出それぞれ74万円を追加し、予算総額をそれぞれ23億6605万円と
するもの

可決 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 議長

議　案
第59号

令和元年度嵐山町下水道事業特別会計補正予算（第５号）
議定について
歳入歳出それぞれ2153万円を追加し、予算総額をそれぞれ７億4589万円
とするもの

可決 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 議長

議　案
第60号

令和元年度嵐山町水道事業会計補正予算（第２号）議定に
ついて
検針用機器購入費等による資本的支出増額1106万円、職員給与費増額
613万円、事業収益８万円増額、事業費用75万円減額を行うもの

可決 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 議長

議　案
第61号

工事請負契約の変更について（防災行政無線設備（同報系）
デジタル化部分更新工事）
屋外拡声子局移設、個別受信機一部仕様変更等による増額77万7700円、
総請負金額２億8622万1700円の変更契約を締結するもの

可決 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 議長

議　案
第62号

埼玉中部資源循環組合の規約変更について
組合が解散した場合における事務の承継、決算の調製等に関する同組合
の規約を変更することについて関係地方公共団体と協議を行うこと

可決 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 議長

議　案
第63号

埼玉中部資源循環組合の解散及び財産処分について
埼玉中部資源循環組合を解散すること及び同組合の財産処分について協
議を行うこと

可決 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 議長

議　案
第64号

比企広域公平委員会を共同設置する地方公共団体の数の減
少及び同委員会の規約変更について
埼玉中部資源循環組合を脱退させるとともに同委員会共同設置規約を変
更することについて協議を行うこと

可決 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 議長

報告１件、承認１件、条例６件、予算４件、その他４件　計16件
※●の網掛けは賛成討論、×の網掛けは反対討論を行いました。
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童謡・抒情歌を歌う会（指
揮：村田弘子さん、ピアノ
伴奏：山田美登里さん）の
皆様のご協力により、議場
コンサートが開催されまし
た（表紙及び右側写真）。
歌声が議場いっぱいに響
き、素敵なひとときでした。
ありがとうございました♪

議場コンサート
開 催♬


